
本土児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 実施回数

乳幼児クラブ 乳幼児 1522

小学生 0

中高生 6

大人 1401

自由参加型事業 乳幼児 312

小学生 0

中高生 0

大人 267

母親クラブの育成と支援 乳幼児 228

小学生 0

中高生 0

大人 222

乳幼児 2381 乳幼児 2062

小学生 45 小学生 0

中高生 7 中高生 6

大人 2098 大人 1890

※２５年度から、事業参加人数を仕様書項目で重複して数えないように統一したため、平成２４年度の人数と単純比較はできません。

参加人数 参加人数

158 152

H24
年度

H25
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な活
動に参加できる場を提供
し、育児についての情報
交換や仲間づくりを進める
ことにより子育てを支援す
る。年齢ごとの集団での親
子遊び、集団遊びを通じ
て、楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりする
ことによって子育てを支援
する。

4

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

「わんぱくっこ」や「リラックスまま」は季節の行事
を取り入れた内容を中心に行った。乳幼児クラブ
のない火曜日に行うことが多かったが、他施設
のクラブにも加入している方が多く、火曜日に実
施する行事への参加が少なかった。26年度は実
施日を検討していく。

わんぱくっこ、リラックスまま
おはなしタイム
たまぴよサロン

③

月１回程度 17

母親クラブは20名以上の会員が集まり、さらに
会員以外の方の参加も受け入れながら、さまざ
まな活動を行った。児童館の「子どもスタッフま
つり」に模擬店を出店し協力したり、奉仕活動と
して本土神社の清掃を行うこともできた。

安全活動、講習会、手作り教室
共催事業、お楽しみ会、総会

12

93

乳幼児クラブの参加者数は24年度と変わらず多
くの参加があり、校区外からの参加もあった。特
に後期は1歳児のぴよぴよクラブが30人を超えた
ため、2部制にして実施した。子どもたちの安全と
駐車場の混乱を避けることができ、安心して参
加していただけた。

すくすくぽんクラブ、ぴよぴよク
ラブ、ちびっこクラブ、キンダー
クラブ、リズム遊びクラブ

②

随時 42

小計



ねらい 実施回数 実施回数参加人数 参加人数

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

小学生クラブ 乳幼児 16

小学生 1213

中高生 0

大人 117

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 46

小学生 277

中高生 1

大人 20

季節事業 乳幼児 1

小学生 52

中高生 0

大人 1

乳幼児 11 乳幼児 63

小学生 1270 小学生 1542

中高生 3 中高生 1

大人 23 大人 138

多世代間交流 乳幼児 537

小学生 648

中高生 30

大人 709

乳幼児 293 乳幼児 537

小学生 438 小学生 648

中高生 34 中高生 30

大人 632 大人 709

95

・5月に宮太鼓クラブが発足し、例大祭と多治見
まつりで披露する場もあり、保護者の協力の下、
活発に活動した。
・一輪車クラブは40名のクラブ員で24年度より発
表の場を増やし、多治見まつりなど3回の演技発
表を行った。
・リトルサポーターは多くのボランティア活動に対
し教育長賞詞をいただいた。

42
「みんなで遊ぼう」は学年の枠をこえて小学生が
一緒に遊べる時間をつくり、さまざまな交流がで
きる機会をもてた。

8
自由に参加できる行事では特に夏休みに、西坂
町などの遠隔地の子どもたちが、デイキャンプや
科学工作などに多く参加してくれた。

一輪車クラブ
リトルサポーター
宮太鼓クラブ
チャレンジキッズ

②

随時
みんなで遊ぼう
小学生クッキング
ぞうきんを作ろう
新1年生集まれ、科学工作

③

随時
サマースクール、デイキャンプ
クリスマス会、

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

随時

目標回数：12回程度
行事や児童館まつりなど
誰でもが参加できる行事
を実施し、地域間及び多
世代間の交流を深め、子
どもが育つ環境づくりを地
域ぐるみで取り組む。

4 11

小計 80

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導し、
自主性や創造性を育て、
協調性を養うとともに障が
いのある児童も共に遊ぶ
ことができる場をつくり相
互理解を深める。

4 11

145

14

・まちづくり市民会議と連携した夏まつりや餅つ
き大会などのお祭りに小学生子どもスタッフが参
加し、地域の子どもたちに遊びのコーナーを提
供した。
・地域の高齢者の方と小学生の交流では、13区
ひとみ会との交流に加えて、新たに19区老人ク
ラブ白山会の皆さんと交流をもつことができ喜ん
でいただくことができた。
・その他に本土児童館独自の交流事業として、
流しそうめん、花餅作り、しめ縄作りなどを実施
した。

ふるさと夏まつり、ふれあい餅つ
き大会、ふれあいフェスティバ
ル、サマータイムガーデン、リト
ルまつり、敬老の日プレゼント作
り、ふれあい交流会（ひとみ会、
白山会）、流しそうめん会、しめ
縄作り、花餅作り

小計 6 14



ねらい 実施回数 実施回数参加人数 参加人数

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

一般対象 乳幼児 86

小学生 248

中高生 2

大人 85

乳幼児 108 乳幼児 86

小学生 331 小学生 248

中高生 2 中高生 2

大人 104 大人 85

子どもボランティア 乳幼児 0

小学生 78

中高生 0

大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 105 小学生 78

中高生 19 中高生 0

大人 0 大人 0

中高生の居場所づくり 乳幼児 0

小学生 0

中高生 3

大人 0

ボランティアの育成 乳幼児 9

小学生 0

中高生 28

大人 7

次世代育成 乳幼児 14

小学生 15

中高生 25

大人 14

乳幼児 26 乳幼児 23

小学生 6 小学生 15

中高生 29 中高生 56

大人 25 大人 21

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）

を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

随時

目標回数：50回程度
乳幼児から大人まで参加
者を限定しない、日頃、誰
でもが参加できる遊びや
行事を実施し、初めての
人の来館・参加を促すとと
もに、参加者相互の交流
を深める。

4 10 98

「作ってあそぼう」は毎月違った内容で、無料で
工作を提供し、幼児親子から小学生までが楽し
んで参加した。また季節の行事を取り入れたお
正月遊びでは、普段体験できない羽つきや凧上
げなどを提供し、親子で楽しんでもらうこともでき
た。きりえは館内に見本を展示してあり、小学生
だけでなく大人の方も興味をもって作ってもらうこ
とができた。

作ってあそぼう、きりえ
七夕飾り作り、お正月遊び

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の

実
施

1

①

随時

目標回数：12回程度
児童館内でボランティア活
動の場を設定し、地域の
子どもたちが、それぞれの
地域で活動できるよう人材
育成を進める。

4 11

小計 96 98

35

小学生に対して日常的に、児童館内の清掃や片
付けを、職員が声をかけて一緒に行った。また、
12月のふれあいフェスティバルで、小学生のリト
ルサポーターが歳末たすけあい募金の呼びかけ
を行い、地域の大人の方から励ましの言葉をか
けていただいた。

館内の清掃、図書の整理など日常
の中でのボランティア活動の推進
地域の清掃活動
共同募金活動

中
高
生
事
業

1

①

随時

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接す
る機会を持てるようにする
など、次世代の子育て支
援につなげていくため、地
域に応じた事業の実施及
び中高生等の居場所の確
保に取り組む。 4 11

小計 53 35

1
３月のリトルまつりでは、居場所作りの一環とし
て、多治見西高校生にお祭りの１コーナーの運
営を任せ、主体的に活動できる場を設けた。

リトルまつりでのコーナー担当

②

随時 7

夏休みに幼児プールなどを通じて、中高生が乳
幼児と関わり、命の尊さを伝える大切な機会を
設けた。普段は利用の少ない中高生だが、夏休
み中はボランティアとして多治見西高校からの
参加もあった。

行事のボランティア

③

随時 3
多治見北高校生との交流は、毎年小学生が楽し
みにしており、手作りのかるたやクイズなどで幼
児や小学生が一緒に遊んでもらった。

お兄さん、お姉さんと遊ぼう
赤ちゃんと遊ぼう

小計 4 11



ねらい 実施回数 実施回数参加人数 参加人数

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

相談 乳幼児 38

小学生 1

中高生 0

大人 37

乳幼児 89 乳幼児 38

小学生 0 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 105 大人 37

地域交流 乳幼児 37

小学生 21

中高生 0

大人 34

児童館相互の交流 乳幼児 151

小学生 452

中高生 10

大人 216

イクメン支援事業 乳幼児 10

小学生 12

中高生 0

大人 26

乳幼児 299 乳幼児 198

小学生 665 小学生 485

中高生 4 中高生 10

大人 407 大人 276

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

1

①

随時

目標回数：10回程度
気軽に相談できる場や関係
機関への相談窓口として相
談を受ける。インターネットに
よる相談受付や専門員によ
る相談の場を設定する。母子
保健推進員・主任児童委員・
保健センター・子育て支援セ
ンターとの連携を図る。

4 10 34

相談の大半は、乳幼児クラブに参加している保
護者の方からの子育て相談で、発育や生活習慣
についての悩みが一番多かった。そのなかで育
児不安に繋がる事例があり、関係機関と連携を
とり上手く解決することができた。また専門の相
談員を招き、乳幼児クラブで就園に向けての子
育て相談会を行い、参加者に好評だった。

子育てに関する相談の随時受付
小中学生の相談の随時受付け
乳幼児クラブでの専門員による年
齢に応じた相談日の設定

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

2

①

随時

目標回数：12回程度

児童館児童センターが所
在している地域の特性を
活かした事業を実施する
こと。

5 11

小計 30 34

5

西坂町で年間５回の移動児童館を実施し、その
うち２回は社協がすすめている子育てサロンと連
携して行った。気軽に歩いて参加できる移動児
童館として、今後もサロンと連携し定着させてい
きたい。

移動児童館

②

随時 38

社協の児童館が連携して子どもたちの交流を
図った一輪車交流会や子どもスタッフまつりは、
クラブ員の刺激になり一層活動を充実させること
ができた。

体力チャレンジ番付
一輪車クラブ交流会
子スタまつり、

③

年2回 2
毎年行っている親子ガサガサ探険隊は普段体
験できない川遊びや魚捕りが出来て好評なの
で、25年度も持続して行っていきたい

親子ガサガサ探険隊
合同イクメン支援事業「デイキャ
ンプ」

45小計 62



ねらい 実施回数 実施回数参加人数 参加人数

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

自主　事業 乳幼児 63

小学生 47

中高生 4

大人 61

乳幼児 33 乳幼児 63

小学生 76 小学生 47

中高生 4 中高生 4

大人 46 大人 61

  

4

・社会福祉協議会の障がい者センターの協力
で、夏・冬・春休みにおいて、主に小学生を対象
に手話や点字などさまざまな福祉体験を行い、
福祉に対して理解を深める機会を取り入れた。
・手話には多くの参加があり、今後も継続してい
きたい。
・共同募金配分金事業などで観劇やパフォーマ
ンスショーを実施し、広く市内の子どもたちに参
加していただくことができた。

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ
さ

い

）
2

①

随時 4 11

合同福祉体験
共同募金・赤い羽根配分金事業

　※「年度評価欄」は、次の内容で記入。
・２４年度　１：取消等を検討、２：不備が目立つ、３：若干不備あり、４：良好、５：期待以上
・２５年度　期待以上：15～12点例年通り：11～9点、例年よりやや劣る：8～7点、例年より劣る：6～3点例年よりかなり劣る　2～0点

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。

小計 4 4


